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「森林サービス産業（仮称）」
キックオフ・フォーラム 資料

2019年２月４日

一般社団法人 日本旅行業協会
国内・訪日旅行推進部長 高井晴彦
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■（一社）日本旅行業協会“ＪＡＴＡ”概要

１．正会員1,187社（その他会委員995社）

２．MISSION：価値創造産業への進化

観光立国の推進

新たな需要の喚起

３．主たる事業：ツーリズムEXPO JAPAN

ジャパン・ツーリズム・アワード

JATA経営フォーラム

政策提言
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出所：観光庁「旅行・観光消費動向調査」、「訪日外国人消費動向調査」より算出

■国内における旅行消費額
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出所： 日本政府観光局 （JNTO)
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単位：万人

19%増

（政府目標）

震災後、

Ｖ字回復

史上初
1000万人達成

ﾋﾞｼﾞｯﾄ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ
開始

2018年12月18日 3000万人達成
○2018年の訪日外国人旅行者数推計は

3119万人 対前年比8.7％増。
2017年 2869万人

■外国人旅行者数は3１１９万人を達成

8.7％増
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国内旅行（海外分除く）
２０．４兆円

訪日外国人旅行３．５兆円

定住人口１人減少分

Ｘ

外国人旅行者 8.0人分

国内旅行者（宿泊）２５人分

国内旅行者（日帰り）８０人分

又は

又は

定住人口＝１億２，８０５万人

１人当たり年間消費額＝１２４万円

国内旅行者（宿泊＋日帰り）
６億０，４７２万人 <延べ人数>

うち宿泊 ３億 ２，１９９万人
うち日帰り ２億 ９，１７３万人

訪日外国人旅行者

１人１回当たり消費額
１７万６，１６７円１，９７４万人<延べ人数>

旅行消費額

出典：観光庁

日本人定住人口の一人当たり年間消費額は約124万円。旅行者の消費に換算すると 、

外国人旅行者７人分、国内旅行者（宿泊）２５人分、国内旅行者（日帰り）８０人分にあたる。

うち宿泊旅行 １５．８兆円
うち日帰り旅行 ４．６兆円

国内旅行１人１回当たり消費額

宿泊 ５万０，５２０千円

日帰り １万５，７５８千円

■交流人口の増大＝人口減少社会における地域活性化の切り札

5
定住人口は２０１５年国勢調査 人口速報集計結果（総務省）、定住人口１人当たり年間消費額は２０１５年家計調査（総務省）による。
旅行消費額の訪日外国人旅行は訪日外国人消費動向調査（２０１５年）より算出、国内旅行は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
訪日外国人旅行者はＪＮＴＯ（２０１５年）発表数値、国内旅行者は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
訪日外国人旅行者１人１回当たり消費額は訪日外国人消費動向調査（２０１５年）、国内旅行者（宿泊/日帰り）１人１回当たり消費額は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
定住人口1人減少分に相当する旅行者人数は、定住人口１人当たり年間消費額を訪日外国人旅行者又は国内旅行者１人１回当たり消費額で除したもの。
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出所：観光庁「宿泊旅行統計調査」

■“もの消費からこと消費”へ
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■関連省庁・地域との連携

Copyright © 2018  JATA  All rights reserved. 禁無断転載・複製

１．国立公園や日本遺産の活用
・国立公園満喫プロジェクト ８公園

・ステップアッププログラム2020

・日本遺産 認定67ストーリー

２．DMO法人86団体
・広域連携DMO 8件

・地域連携DMO 48件

・地域DMO 30件

DMO候補法人122団体

41

【第3回 国立公園オフィシャルパートナーシップ締結】
① ツーリズムEXPOジャパンなどにおける観光関係者に

向けての情報発信
② 会員会社向けのセミナーの実施
③ 三陸復興国立公園・みちのく潮風トレイルを活用した

観光交流の振興を目的とする実地研修「JATAの道プ
ロジェクト」の実施（平成32年度まで実施予定）

国、自治体、DMOとの連携強化
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■東北復興支援《JATAの道プロジェクト》2014～2020年
2014～2020年 「JATAの道プロジェクト」活動状況・計画
毎年各地域に旅行会社社員を中心とした業界関係者・プレス約70名が実際トレイルを歩き、道標設
置・清掃活動や、自治体・地元観光関係者との意見交換を通じて、地域の自然環境や伝統芸能、食文
化等から観光資源を見出し、商品造成、販売につなげていく

トレイルと有用と思われる観光資源を
中心にプログラムを組み立てた。

(未開通
)

6回●

● 7回

第4回に引き続き、トレイルを中心に
観光資源を踏査、商品化に向けたプログラム

↑
被災者の話を聞き、
復興状況を確認する。

第6回(2019年)

気仙沼～南三陸町ルート／宮城県

第7回(2020年)

仙台湾ルート（多賀城～塩竈
～東松島～石巻～女川町）／宮城県

第5回活動
(2018年10月26日・27日）
岩泉町～宮古市／岩手県
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■森林利用のテーマツーリズムの考え方
アドベンチャーツーリズムは、自然や異文化といった軸ではエコツーリズムやグリーンツーリズムと共通項を
持つものの、アクティビティによる「楽しみ」の要素が中核にあるため、観光客が自らより積極的にお金を費
やす魅力があり、市場も拡大していると考えられる。

アクティビティ

自然 異文化

歴史

自然 文化

農林水産業

自然 文化体験

アドベンチャーツーリズム エコツーリズム グリーンツーリズム

アクティビティ・異文化と自然における「楽しみ」と
直結しており、レジャーとしての観光の側面を核
に持ち合わせている。

資源の保護＋観光業の成立＋地域
振興の融合をめざす観光の考え方で
あり、社会貢献・サスティナビリティを
重視。

職業体験の要素が中核にあり、それ
を通して自然や異文化にも触れ合う
といった観光の側面も持った活動。

ATにおいても重要な要素だが、事業機会創出や消費拡大へのインパ
クトは限定的。そのため地域産業や観光事業者への

経済振興への寄与はATほどは大きくない

アクティビティにおける各種ギアや、異文化（“エン
ターテイメント・食の地産地消”等も含まれる）な
ど消費拡大に貢献する要素が包含されており、
経済振興に期待大

概
要

構
成
要
素

経
済
効
果

出典：ATTA HP・データ、UNWTO 「Global Report on Adventure Tourism」、国土交通省「着地型旅行の市場概要」よりJTB総合研究所作成
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■アドベンチャートラベル体験事例
【出典】ATTAプレゼンテーション資料

カメラマンとの
ネイチャー・ウォーキング

ハイキング、野生動物ウォッチング 農村地域のサイクリング

農村ツアー、農村伝統文化の学び 料理教室、伝統料理の食事
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■エコツーリズムの３大要素

環境保全地域振興

観光振興

【エコツーリズムの定義】
自然に配慮して観光を興し、地域に利益をもたらす
。その利益の一部を観光保全にまわす循環の仕組

【エコツーリズムの利点】

＊自然だけでなくそこの生活・文化も

対象になる
⇒自然に頼らないので、オフがない
一見何もない飯能市で年間150件のエコツアー

＊エコツーリズム専門ガイドがいるので
感動が大きい⇒リピート率が高い
屋久島の白谷雲水峡の見学時間は30分
ガイドのスキルで今は8時間で高い料金。

＊地元の食材は使うので、究極の
地産地消

出典：ＮＰＯ法人日本エコツーリズム協会


	「森林サービス産業（仮称）」キックオフ・フォーラム　資料
	   ■（一社）日本旅行業協会“ＪＡＴＡ”概要
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	 �■関連省庁・地域との連携
	スライド番号 8
	■森林利用のテーマツーリズムの考え方
	■アドベンチャートラベル体験事例
	■エコツーリズムの３大要素

